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機
の
展
示
、
世
界
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
Ｗ
Ｌ
Ｃ
）に
出
場
し
た
チ
ー
ム

ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
伐
木
・
造
材
の
デ
モ
や
林
業
大

学
校
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

林
業
機
械
の
展
示
で
は
、
長
野

森
林
資
源
利
用
事
業
協
同
組
合
・

宮
澤
木
材
産
業
㈱
が
今
年
度
、
ロ

シ
ア
か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
全
幹

材
運
搬
用
ス
キ
ッ
ダ
と
グ
ラ
ッ
プ

ル
ロ
ー
ダ
ー
を
展
示
し
て
お
り
、

可
動
部
分
を
実
際
に
動
か
し
て
の

実
演
で
は
多
く
の
来
場
者
が
興
味

深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
の
ブ
ー

ス
で
は
、
二
日
目
に
長
野
県
林
業

大
学
校
と
、
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
㈱
に
よ
る
協
定
の
調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
締
結
し
た
協
定
は
、
①
学
生
の
技
術

向
上
に
関
す
る
こ
と
、
②
世
界
レ
ベ
ル
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
の
供
与
に
関
す
る
こ

と
、
③
学
生
に
よ
る
林
業
機
械
、
防
護
ウ
ェ

ア
な
ど
の
モ
ニ
タ
ー
実
施
に
関
す
る
こ
と
、

④
林
業
機
械
を
使
用
す
る
学
生
の
姿
を
通
じ

た
広
報
に
関
す
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

調
印
式
後
、
覚
書
の
内
容
に
基
づ
き
、
伐

木
技
術
を
競
う
世
界
大
会
の
世
界
伐
木
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
に
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
か

ら
二
年
生
十
人
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
方

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
周
囲
で
は
、
学
生

　

屋
外
に
は
、
十
四
ブ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、
各
種
林
業
機
械
、
薪
割
機
等
の
実

　

五
月
二
十
四
日（
水
）か
ら
二
十
六
日（
金
）の

三
日
間
に
わ
た
り
、
長
野
市
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
と

若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
高
性
能
林
業
機

械
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
機
器
を
中
心
に
森

林
・
林
業
に
関
わ
る
多
く
の
分
野
の
展
示
や
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
「
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、
駐
日

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
の
ユ
ッ
カ
・
シ
ウ
コ
サ
ー

リ
氏
、中
島
副
知
事
ら
が
出
席
し
、テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
初
開
催
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
初
日
、
二
日
目
と
、
と
き
お
り
雨

模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
場
者
の
中
に
は
、

「
雨
で
現
場
が
休
み
に
な
っ
た
の
で
、
来
場
で

き
た
。」と
嬉
し
そ
う
に
話
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
な
ど
、
結
果
と
し
て
三
日
間
を
通
し
、
国
内

外
か
ら
約
三
八
〇
〇
人（
主
催
者
：
フ
ジ
サ
ン

ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
発
表
）も
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
期
間
中
に
は
、
県
が
主
催
す
る
様
々
な
催
し
物
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
信
州
カ
ラ
マ
ツ
ブ
ラ
ン
ド
化
名
称

制
定
記
念
発
表
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
ペ
ー
ジ
で
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
頁
で
は
屋
内
外
の
展
示
の
様
子
を
中
心
に
ご
報
告
し
ま
す
。

「
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」

が
長
野
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

国
内
初
！

調印式後、みんなで記念撮影

ロシア製林業機械（長野森林資源利用
事業協同組合・宮澤木材産業㈱所有

開会式の模様（写真中央：中島副知事）

　
屋
　
外 

（
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
前
駐
車
場
）
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が
記
録
を
取
る
な
ど
、
熱
心
な
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
部
知
事
も
公
務
の
合
間
を

縫
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
の
途
中
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
の
林
業
の
担

い
手
た
ち
が
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
学
ぶ
姿

を
近
く
で
見
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
学

生
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
く
事
も
出
来
ま

し
た
。

　

屋
内
で
は
、
六
十
ブ
ー
ス
を
超
え
る
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
、
林
業
機
械
の
模
型

や
部
品
の
展
示
に
よ
る
紹
介
、
長
野
県
産
材
を
活
用
し
た
製
品
Ｐ
Ｒ
、
ジ
ビ
エ
、

大
学
の
研
究
成
果
の
発
表
、
林
業
大
学
校
の
紹
介
な
ど
、
森
林
・
林
業
に
関
わ

る
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
出
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
の
会

議
室
や
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
が
複
数
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

屋
内
ブ
ー
ス
の
メ
イ
ン
は
何
と

言
っ
て
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

商
務
部
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
企
業

十
八
社
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
し

た
。
ブ
ー
ス
内
で
は
、応
接
ス
ペ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ワ
イ
ン
や
お
菓
子
を
提
供
し
な
が

ら
、
各
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
企
業
が
得
意
と

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
機
器
や
タ

　
屋
　
内（
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
・
会
議
室
ほ
か
）

知事の質問に堂 と々答える林大生

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
い
っ
た
高
性
能
林
業
機
械

を
扱
う
企
業
に
加
え
、今
回
、新
た
に
レ
ー

ザ
ー
技
術
を
活
用
し
た
林
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
扱
う
企

業
が
初
め
て
出
展
し
、
大
勢
の
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
ブ
ー
ス
で
は
、
信
州
の
木
先
進

的
利
用
加
速
化
事
業
で
開
発
を
進
め
た

「
接
着
重
ね
梁
」、
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル

地
域
支
援
事
業
で
開
発
に
取
り
組
ん
だ

産う
ぶ
ゆ
お
け

湯
桶
の
「
う
ふ
っ
湯
桶
」、
伊
那
市
が

独
自
に
取
組
ん
で
い
る
地
元
産
材
を
活
用

し
た
棺
桶
な
ど
、
特
徴
あ
ふ
れ
る
製
品
の

展
示
の
ほ
か
、
シ
カ
の
皮
を
活
用
し
た
製
品
や
長
野
県
の
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
長
野
県
ブ
ー
ス
周
辺
で
は
、
ひ
の
き
の
畳
床
、
木

育
関
連
製
品
の
紹
介
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
魅
力
あ
る
木
製
品
の
紹
介
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
平
成
二
十
五
年
度
、
二
十
七
年
度
に
覚
書
を

結
び
、
県
職
員
や
林
業
事
業
体
が
渡
墺
し
て
現
地
の
視
察
や
県
内
に
お
い
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
通
じ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
林
業
や
バ
イ

オ
マ
ス
技
術
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
二
つ
の
覚
書
は
平
成
三
十
年
度
中

に
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
の
検
証
に

加
え
、
平
成
三
〇
年
度
以
降
の
連
携
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

出
展
し
て
頂
い
た
皆
様
、
併
催
行
事
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、
そ
し
て
来
場
し
て
頂
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

長野県ブース

オーストリアパビリオン
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五
月
二
十
五
日
、
長
野
市
の
ビ
ッ
グ

ハ
ッ
ト
に
お
い
て
、
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ

の
ブ
ラ
ン
ド
名
の
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
開
催

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
外
国
の
木
材

関
係
者
を
は
じ
め
、
報
道
関
係
者
な
ど

約
百
五
十
名
が
発
表
会
場
に
集
り
、「
の

ぼ
り
旗
」
や
「
カ
ラ
マ
ツ
製
品
」
も
展

示
さ
れ
た
会
場
に
は
、
長
野
県
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル
ク
マ
」
も
参
加

し
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ラ
マ
ツ
」
と
命
名
し
た
こ
と
を
発
表

し
、
昨
年
よ
り
長
野
県
と
中
部
森
林
管

理
局
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
木
材
関
係
団
体
と
協
働
す
る
中
で

取
り
組
ん
で
き
た
経
過
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」
の

規
格
は
、
長
野
県
産
の
林
齢
八
十
年
生

以
上
の
高
齢
級
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
か
ら

出
材
さ
れ
た
径
級
三
十
㎝
以
上
の
良
質

な
大
径
材
丸
太
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
工
林
カ
ラ
マ
ツ
は
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
木
材
の
性
質
が
安
定
化
し
、
ね
じ

れ
に
く
い
成
熟
材
の
多
い
大
径
材
に
な

り
ま
す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
比
べ
強
度

が
優
れ
て
お
り
、
心
材
部
分
は
飴
色
で

き
れ
い
な
木
目
を
い
か
し
た
無
垢
材
と

し
て
構
造
用
等
の
建
築
材
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
林
齢
八
十
年
生
以
上
の
資

源
量
は
長
野
県
が
国
内
の
四
五
％
を
占

め
、
全
国
一
の
資
源
量
を
保
有
し
て
い

ま
す
。

　

発
表
会
に
は
、
長
野
県
知
事
、
中
部

森
林
管
理
局
長
、
長
野
県
森
林
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長
、
長
野
県
木
材
協

同
組
合
連
合
会
理
事
長
の
四
名
が
出
席

す
る
中
、
阿
部
知
事
か
ら
は
、「
信
州

産
カ
ラ
マ
ツ
の
強
み
や
美
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
、
全
国
に
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
新
島
局
長
か
ら

は
、「
信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
は
日
本
の
住

宅
建
築
で
国
産
材
率
の
低
い
梁
・
桁
な

ど
の
横
架
材
と
し
て
今
後
期
待
で
き
る

こ
と
や
、
時
間
と
と
も
に
ア
メ
色
と
な

る
エ
イ
ジ
ン
グ
ウ
ッ
ド
と
し
て
の
魅
力

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
供
給
に

努
め
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
地
域
振

興
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
名
称
発
表
を
記
念
し
て
、

奈
良
井
国
有
林
か
ら
出
材
さ
れ
た
信
州

産
カ
ラ
マ
ツ
で
作
っ
た
プ
レ
ー
ト
に
発

表
者
四
名
が
サ
イ
ン
を
行
い
記
念
撮
影

を
し
て
発
表
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ラ
マ
ツ
」
を
使
用
し
た
梁
な
ど
の
製

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
よ
り
付
加

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　

　【
中
部
森
林
管
理
局
】

ブ
ラ
ン
ド
名 「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」を
発
表

信
州
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

国際ウッドフェア2017での発表会の様子

ＰＲパンフレット

新緑のカラマツ林
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「
森
林
県
」
か
ら
「
林
業
県
」
へ　

〜
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
考
え
る
〜　

を
テ
ー
マ
に
、
五
月
二
十
五
日
に
長
野
市
ビ
ッ
グ

ハ
ッ
ト
会
議
室
５
に
お
い
て
平
成
二
十
九
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
の
会
場
で
、
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
７
が
開
催
さ
れ

る
な
か
、
二
〇
三
人
の
参
加
者
で
会
場
が
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
林
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
考
え
る　

〜
川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
情
報
連
携
〜
」
と
題
し
、
日
本
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
椎
野
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
所
の

所
長
で
あ
る
椎
野
潤
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

椎
野
氏
か
ら
は
、
専
門
で
あ
る
物
流
等
の
お
話
し
か
らIoT

＊
１
へ
の
転
換

し
て
い
る
世
間
の
情
勢
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

事
例
を
通
し
て
林
業
に
対
し
て
将
来
に
幅
広
い
可
能
性
や
、
先
進
的
な
取
組
と

し
て
北
信
州
森
林
組
合
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
熱
気
に
あ
ふ
れ

た
ご
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
椎
野
氏
は
今
、
林
業
は
極
め
て
大
切
な
時
期
と
な
っ
て
お
り
、
長
野

県
は
国
産
材
の
創
生
の
牽
引
者
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
長
野
県
か
ら
林
業
で

地
域
再
生
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
応
援
を
含
め
て
、
熱
く
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
が
「
森
林
県
」
か
ら
「
林
業
県
」
へ
飛
躍
す
る
た
め
に
も
椎
野
氏
の

講
演
は
、
林
業
再
生
の
取
組
み
に
対
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
の
見
直
し
に
取
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
森
林
・
林
業
が
展
開
さ
れ
、「
林
業
県　

長
野
」
へ
大
き
く
飛
躍
す
る
一
歩
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

椎
野
氏
が
今
回
の
講
演
の
様
子
を
ブ
ロ
グ
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.sendosha.com

/blog/index.asp

＊
１　

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（Internet of T

hings

）あ
ら
ゆ
る

　
　
　
「
モ
ノ
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
情
報
交
換
に
よ

　
　
　

り
相
互
に
制
御
す
る
仕
組
み
。

【
信
州
の
木
活
用
課
】

椎野氏の講演

開場内の様子

「
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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長
野
県
で
は
平
成
二
十
五
年
〜
二
十
八
年
に
か
け
て
、
県
内
民
有
林
全
域

を
対
象
に
航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
地
形
や
森
林
の
解

析
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

　
長
野
県
で
は
、
荒
廃
も
し
く
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
森
林
の
復
旧
や
保
全
、

保
安
林
の
機
能
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
治
山
事
業
に
よ
り
森
林
や
治
山

ダ
ム
な
ど
の
保
安
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
岳
が
多
く
森
林
資
源
の
豊
富
な
長
野
県
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

①
森
林
面
積
が
広
い

　
（
民
有
林
面
積
約
六
八
万
ha
と
県
の
大
半
を
占
め
る
）

②
山
地
災
害
危
険
地
区
が
多
い

　
（
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
高
い
箇
所
約
七
六
〇
〇
箇
所
）

③
地
質
が
脆
弱

　
（
中
央
構
造
線
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
、
火
山
等
・
・
・
）

　
面
積
が
広
く
危
険
箇
所
が
多
い
民
有
林
に
お
い
て
、
治
山
事
業
を
実
施
す

る
上
で
「
速
や
か
に
整
備
が
必
要
な
森
林
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
出
し
、
効

果
的
に
治
山
事
業
を
実
施
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実
施
し
た
の
が

「
航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
そ
の
デ
ー
タ
解
析
」
で
す
。

　
航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
は
、
航
空
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
上
空
か
ら
無
数

の
レ
ー
ザ
を
照
射
し
、
そ
の
跳
ね
返
っ
た
レ
ー
ザ
の
情
報
か
ら
、
地
形
や
地
表
物
の
状

況
を
把
握
す
る
技
術
で
す
。

　
今
回
の
測
量
で
は
㎡
あ
た
り
四
点
（
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
）
と
い
う
高
密
度
で
レ

ー
ザ
を
照
射
し
て
お
り
、
左
図
の
よ
う
に
、
詳
細
な
地
形
情
報
や
地
表
物
（
森
林
）
状

況
ま
で
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
と
成
果
を
駆
使
し
、
速
や
か
に
整
備
が
必
要
な
森
林
を
抽
出
す
る
こ

と
で
、
治
山
事
業
で
の
活
用
を
検
討
し
ま
し
た
。

◆  

経 

緯  

◆

◆  

航
空
レ
ー
ザ
測
量
と
は  

◆

ち
さ
ん
マ
ン
、 

空
か
ら
山
を
見
る

〜
航
空
レ
ー
ザ
測
量
解
析
の
実
施
〜

ち
さ
ん
マ
ン
、 

空
か
ら
山
を
見
る

〜
航
空
レ
ー
ザ
測
量
解
析
の
実
施
〜

アジア航測㈱作成資料より

アジア航測㈱作成資料に加筆

森林等植生の情報 

地形の情報

樹頂点（一例） 

樹
高
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レ
ー
ザ
測
量
に
よ
り
得
ら
れ
た
地
形
の
情
報
（
傾
斜
度
や
斜
面
の
形

状
、
曲
率
等
）
と
既
存
の
情
報
（
地
質
区
分
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、

崩
壊
の
危
険
が
あ
る
箇
所
や
土
砂
流
出
の
恐
れ
が
あ
る
沢
な
ど
の
危
険

箇
所
の
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

◆  

地
形
情
報
の
解
析  

◆

　
レ
ー
ザ
測
量
成
果
か
ら
、
各
立
木
の
位
置
や
最
も
高
い
点
（
樹
頂
点
）

を
算
出
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
写
真
等
と
あ
わ
せ
て
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
①
樹
種
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ア
カ
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
広
葉
樹

等
）
②
樹
高
　
③
単
木
の
位
置
情
報
　
④
林
分
密
度
情
報
の
判
読
及
び

抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
算
出
さ
れ
た
疎
密
度
を
も
と
に
、
過
密
及
び
過
疎
な
状
態

と
な
り
、
公
益
的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
森
林
（
不
適
正
管
理
林
分
）

の
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

◆  

森
林
情
報
の
解
析  

◆

　
地
形
情
報
か
ら
得
た
崩
壊
危
険
箇
所
と
、
森
林
解
析
か
ら
得
た
不
適

正
管
理
林
分
を
合
せ
る
こ
と
で
、
崩
壊
の
危
険
が
高
く
、
災
害
の
起
点

と
な
る
可
能
性
が
高
い
林
分
（
要
整
備
森
林
）
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま

し
た
。
　

　
今
後
の
治
山
事
業
で
は
、
こ
の
要
整
備
森
林
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
る
こ
と
で
、
森
林
の
機
能
を
よ
り
効
果
的
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
の
崩

壊
等
を
防
止
す
る
「
事
前
防
災
」
の
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
長
野
県
で
実
施
し
た
レ
ー
ザ
測
量
及
び
解
析
成
果
に
つ
い
て

は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
森
林
の
管
理
や
山
地
防
災
活
動

へ
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
森
林
づ
く
り
推
進
課
・
各
地
域
振

興
局
林
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆  

要
整
備
森
林
の
抽
出  

◆

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

不適地林分

森林情報地形情報

林分密度崩壊危険度

不適正管理林分

要整備森林の抽出
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森
の
元気

情報

　

林
業
が
地
域
の
産
業
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め

に
は
、
品
質
の
良
い
製
品
を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
も
、
地
域
の
工
務

店
や
製
材
所
が
求
め
る

も
の
を
学
び
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
造
材
と
仕
分

け
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

同
時
に
、
一
般
の

人
々
に
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
、
木
材
の

良
さ
を
い
ろ
ん
な
か
た

ち
で
発
信
し
て
い
き
た

　

我
が
家
に
も
若
干
の
所
有
森
林
が
あ
り
、
山
仕
事
創

造
舎
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
就
職
し
ま
し

た
。

　

先
輩
を
見
習
い
な
が
ら
、
ま
ず
は
一
人
前
に
伐
採
が

出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
少
し

ず
つ
レ
ベ
ル
の
高
い
技
術
に
も
、
先
輩
の
指
導
の
も
と

で
取
り
組
み
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

将
来
は
、
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
知

識
と
経
験
を
重
ね
て
、
地
元
の
人
に
山
の
管
理
を
任
せ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
林
業
士
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
成
熟
期
を
迎
え
た
森
林
の
現
場
作
業
は
、
大
径
木
の
伐
採
や
高
性
能
林
業
機
械
作
業
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
現
場
で
働
く
若
き
担
い
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
大
町
市
の
企
業
組
合
山
仕
事
創
造
舎
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

林
業
の
担
い
手
〜
県
内
認
定
事
業
体
で
働
く

若
き
現
場
技
能
者
た
ち
〜

地
域
産
業
と
し
て
の
責
任

信
頼
さ
れ
る
林
業
士
を
目
指
す

北沢 和也さん

玉田 伸宏さん

きたざわ　  かずや

たまだ　のぶひろ

年齢 36歳　
経験年数 １年１ヶ月

年齢 37歳　
経験年数 ４年

◇趣味◇
　登山

◇趣味◇
　マウンテンバイク
　釣り

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
た

仲
間
た
ち
と
林
業
が
出
来
る
こ
と
が
喜
び
で
す
。

　

現
場
技
能
者
の
協
同
事

業
と
し
て
創
業
し
て
18
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
の
策
定

と
路
網
作
設
、
機
械
化
に

よ
り
、
計
画
的
な
素
材
生

産
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
安
全
な
労
働
環
境
整
備
と
素
材
の

安
定
し
た
販
売
で
す
。

　

若
い
人
に
は
現
場
技
能
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
森
林

環
境
や
林
業
・
木
材
業
全
般
に
つ
い
て
幅
広
い
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
コ
メ
ン
ト

企
業
組
合
山
仕
事
創
造
舎 

代
表
理
事

香
山 

由
人 

さ
ん

か
や
ま　
　

よ
し
と

企業組合山仕事創造舎

所 在 地／大町市八坂１１０５４
創　　立／平成12年７月
体　　制／現場技能者22名　管理部門４名
勤務時間／8：00－17：00
主な業務／素材生産、森林整備、特殊伐採
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お知らせ

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
第50回木材まつり
７月29日（土）

７月19日（水） ７月  6日（木）
中元謝恩市
７月24日（月）

７月  ４日（火）
７月25日（火）
入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

７月の市売りのご案内
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 県森連だより

  

平
成
29
年
４
月
28
日（
金
）に
長
野
県

庁
特
別
会
議
室（
長
野
市
）に
て
、
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会
と
長
野
県
森
林
組

合
長
会
に
よ
る
「
県
内
森
林
組
合
系
統

の
信
頼
回
復
に
向
け
た
行
動
宣
言
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
行
動
宣
言
は
、
県
内

の
森
林
組
合
系
統
が
一
丸
と
な
っ
て
、

森
林
組
合
の
社
会
的
な
使
命
に
立
ち
返

り
、
組
合
員
や
県
民
の
皆
様
の
信
頼
を

回
復
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

林長野県森林組合長会長から説明

阿部長野県知事から説明

宣言文が渡されました

  

初
め
に
、
両
者
を
代
表
し
て
森
林
組

合
連
合
会
・
藤
原
忠
彦
会
長
か
ら
、
県

民
の
代
表
と
し
て
阿
部
守
一
長
野
県
知

事
に
宣
言
文
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
藤
原
会
長
か
ら
行
動
宣
言
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い

て
、
長
野
県
森
林
組
合
長
会
・
林
和
弘

会
長（
飯
伊
森
林
組
合
組
合
長
）、
阿
部

守
一
長
野
県
知
事
か
ら
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
林
会
長
は
、
同
日
、
飯
伊
森

林
組
合
総
代
会
が
飯
田
市
で
開
催
さ
れ

た
た
め
、
飯
田
合
同
庁
舎（
飯
田
市
）か

ら
の
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

  

宣
言
の
柱
は
、
適
正
で
公
正
な
会
計

処
理
の
徹
底
及
び
事
業
の
執
行
状
況
を

公
表
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

で
、
こ
の
こ
と
を
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、
事
業
の
実
施
計
画
や

経
理
等
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
指
導
助
言
を
受
け
る
仕

組
み
を
構
築
し
ま
す
。
県
内
の
森
林
組

合
系
統
は
一
致
団
結
し
て
信
頼
回
復
の

た
め
に
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
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６
月
27
日（
火
） 

14
時
15
分
よ
り
、
長

野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階
会
議
室

（
長
野
市
）
に
お
い
て
林
業
セ
ミ
ナ
ー

（
主
催
：
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
・

長
野
県
造
林
協
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課

･

課
長
補
佐･

城
風
人
氏
、
整
備
課･

課
長
補
佐･

吉
川
正
純
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
森
林
環
境
税（
仮
称
）の
検
討
状

況
」
に
つ
い
て
、「
再
造
林
等
の
森
林

施
業
の
推
進
」
に
つ
い
て
と
題
し
て
講

演
を
頂
き
ま
す
。

  

森
林
整
備
や
木
材
利
用
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
国
土
の
保
全
や
地
方
創
生
、

快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
な
ど
に
つ
な

が
り
、
そ
の
効
果
は
広
く
国
民
一
人
一

人
が
恩
恵
を
受
け
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
間
伐
や
主
伐
後
の
確
実
な
再
造
林

は
、
重
要
度
を
増
し
、
今
後
も
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め

の
安
定
的
な
財
源
の
確
保
も
課
題
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政

を
担
う
方
々
や
林
業
関
係
者
等
が
林
業

の
問
題
点
と
可
能
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
将
来
の
社
会
を
創
造
す
る
議
論

が
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
、
林
業
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

  

参
加
費
無
料
で
す
。
問
合
せ
先
、
長

野
県
森
林
組
合
連
合
会
指
導
利
用
課
・

林
・
℡
０
２
６
―

２
２
６
―

２
５
０
４
ま
で
。

  

４
月
25
日（
火
）、
塩
尻
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー（
塩
尻
市
）に
お
い
て
、
平
成
29

年
度
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成

推
進
事
業
第
１
回
説
明
会
及
び
各
種
様

式
作
成
研
修
会
が
47
事
業
体
57
名
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

長
野
県
林
業
労
働
財
団
・
中
村
慎
理

事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
⑴
平
成
29
年

度
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
⑵
集
合
研
修

に
つ
い
て
、
⑶
研
修
修
了
者
に
係
る
登

録
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
、
⑷
監
督
・

検
査
業
務
に
つ
い
て
、
⑸
能
力
評
価
シ説明会の様子

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
緑
の
雇
用
事
業
で

は
、
助
成
金
の
配
分
方
法
や
実
地
研
修

に
お
け
る
指
導
体
制
、
改
善
措
置
意
見

制
度
の
厳
格
化
に
つ
い
て
見
直
し
が
行

わ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細
な

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  　

引
き
続
き
、
各
種
様
式
作
成
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
緑
の
雇
用
事
業

の
実
施
計
画
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
画
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

表
示
し
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
持
参
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
実
際

に
操
作
し
な
が
ら
実
践
的
に
書
類
作
成

を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

パソコンの操作画面をｽｸﾘｰﾝに表示して研修

　
緑
の
雇
用
事
業

　
　  

今
年
度
の
主
な
変
更
点

①
指
導
費
の
配
分
方
法
の
見
直
し

  

研
修
生
数
の
合
計
に
応
じ
て
配
置
さ

れ
る
指
導
員
の
人
数
に
応
じ
て
指
導
費

を
助
成
し
ま
す
。

  

指
導
費
の
助
成
は
、
指
導
員
を
研
修

現
場
へ
配
置
す
る
こ
と
が
必
須
要
件
と

な
り
ま
す
．

②
研
修
管
理
費
の
配
分
方
法
の
見
直
し

  

研
修
区
分（
Ｆ
Ｗ
１
〜
３
）に
か
か
わ
ら

ず
、
事
業
体
当
た
り
一
律
２
万
円
／
月

を
助
成
し
ま
す
。

③
助
成
期
間
の
見
直
し

　

研
修
区
分（
Ｆ
Ｗ
１
〜
３
）に
か
か
わ

ら
ず
、
助
成
期
間
の
上
限
を
月
額
助
成

で
８
か
月
、
日
額
助
成
で
１
４
０
日
に

一
本
化
し
ま
す
。

④
就
業
環
境
整
備
費（
社
会
保
険
料
等

の
事
業
体
負
担
分
へ
の
助
成
）の
助
成

要
件
の
見
直
し

　

社
会
保
険
料
等（
雇
用
保
険
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
、
退
職
金
共
済
制
度
）

の
全
て
に
加
入
し
て
い
る
者
を
助
成
対

象
の
要
件
と
し
ま
す
。

⑤
改
善
措
置
意
見
制
度
の
厳
格
化

  

頻
繁
に
改
善
措
置
意
見
の
通
知
を
受

け
る
な
ど
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
事
業

体
に
対
し
て
、
当
年
度
の
研
修
の
停
止

と
翌
年
度
の
登
録
・
研
修
計
画
の
承
認

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
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